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微分積分 II (B) 中間試験問題用紙

各人に問題用紙１枚、答案用紙１枚 (表裏使用)、計算用紙１枚を配布する。答案用紙１枚のみを提出し、問題用紙と計算用紙
は持ち帰れ。解答に際しては、最終的な答だけでなく導出過程も記せ。ただし問題【12】だけは導出過程を記す必要はない。

【1】 I =
∫ log x

x
dx を求めよ。

【2】 I =
∫
x log x dx を求めよ。

【3】 I =
∫

cos3 x dx を求めよ。

【4】 I =
∫
x sinx dx を求めよ。

【5】 I =
∫

x√
1 + x2

dx を求めよ。

【6】 I =
∫ 1

(x− 1)(x− 2)
dx を求めよ。

【7】 I =
∫ 1

−1

1√
1− x2

dx を求めよ。

【8】 I =
∫ ∞

0

1
1 + x2

dx を求めよ。

【9】 I ′ =
d

dx

∫ x2

x
f(t) dt を求めよ。

【10】 I ′ =
d

dx

∫ x

0
e−t

2
dt を求めよ。

【11】 積分公式
∫ √

x2 + 1 dx =
1
2
x
√
x2 + 1 +

1
2

log
(
x+

√
x2 + 1

)
+ c を利用して、

I =
∫ √

2x2 + 3 dx を求めよ。

【12】 極座標表示された曲線 r =
θ

π
(0 ≤ θ ≤ 2π) の概形を解答用紙の (ア)欄に描け。

また、この曲線の弧長は L =
∫ 2π

0

√
(イ) dθと表されるとして、 (イ) に当てはまる数式（θは

含んでよいが rは含まない）を解答用紙の（イ）欄に書け（導出過程は記さず最終的な答のみを

書け）。

【13】 I =
∫ 1

x (1 +
√
x )2 dx を求めよ。(ヒント： t =

√
x と置いて置換積分するとよい。）

【14】 I =
∫ 1

sinx
dx を求めよ。(ヒント： t = tan

x

2
と置いて置換積分するとよい。）
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